
a ‘ 、国
分
寺
「
｜
よ
ぞ
の
名
は
い
ま
も
寺
と
し
て
、
あ
る
い
は
地
名
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
現
代
人
と
も
決
し

て
遠
い
存
在
で
は
な
い
。
聖
武
天
皇
の
天
平
の
昔
、
木
造
建
築
と
し
て
は
最
大
級
と
い
え
る
六
ト

μ
余

も
の
七
重
の
塔
を
建
て
、
一
大
伽
藍
を
誇
っ
た
で
あ
ろ
う
往
時
の
国
分
寺
の
姿
は
、
わ
れ
わ
れ
の
相
援

を
は
る
か
に
超
え
る
も
の
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
律
令
国
家
建
設
の
過
程
に
お
い
て
、
国
分
寺
は
宗

教
的
意
味
に
停
ま
ら
ず
、
申
卓
八
思
畑
山
を
伝
え
る
国
家
事
業
と
し
て
の
色
彩
を
強
く
宿
し
て
い
た
。
そ
こ

に
、
様
式
の
定
型
化
と
も
い
え
る
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
建
築
の
原
型
的
な
考
え
方
を
反
映
し
て
い
た

t

い
わ
れ

る
由
縁
も
あ
る
。
い
ま
国
分
寺
は
、
各
地
に
わ
ず
か
な
遺
構
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
大
林
組
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
！
ム
は
、
遺
構
中
と
り
わ
け
発
掘
状
況
が
良
く
、
ま
た
建
築
当
時
、
東
大
寺
式
の
最
新
伽
藍

を
有
し
た
と
い
わ
れ
る
遠
江
国
分
寺
に
注
目
し
、
歴
史
の
中
に
往
古
の
国
分
寺
像
を
追
い
求
め
た
。
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バ
斗
l
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文
武
天
皇
代
の
七
O
三
年
に
端
を
発
し
た
凶
作
は
、
続
く
疫
病

の
流
行
と
柑
ま
っ
て
治
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

ず
、
諸
国
に
飢
餓
と

疫
疾
を
蔓
延
さ
せ
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
元
明

天
皇
の
平
城
京
遷
都
（
七

一
O
年
）
は
、
造
都
に
か
り
出
さ
れ
た

民
衆
の
多
く
が
帰
郷
の
途
に
餓
死
す
る
と
い
う
悲
惨
な結
果
す
ら

生
ん
だ
の
で
あ
る
。

諸
国
寺
院
の
荒
廃
と
国
介
寺
建
立

方
、
凶
作
に
よ
る
農
民
の
離
散
に
よ
っ
て
、
寺
院
は
経
済
基

盤
を
失
い
始
め
た
。
本
来
の
機
能
を
果
た
せ
ず
に
形
骸
化
が
進
行

し
、
巷
聞
に
幻
術
、
妖
術t
呼
ば
れ
る
説
教
が
流
行
し
た
。

農
民

は
、
無
断
で
僧
と
な
り
、
僧
は
戒
律
を
練ら
ず
仁
乞
食
と
な
っ
た
。

特
に
地
方
寺
院
の
荒
廃
は
目
を
覆
う
ば
か
り
で
あ
り
、
元
正
天皇

は
た
び
た
び
巡
察
使
を
派
遣
し
て
諸
寺
の
状
態
を
調
査
し
、
荒
廃

し
た
寺
院
の
併
合
を
お
‘
」
なった
の
で
あ
る。

聖
武
天
皇
の
即
位
（
七
二
四
年
）
は
、
政
教

一
致
に
よ
る
律
令

. 

回国・園田・・..... . 

一一一一一一一一－.園田「一一一一

四天王寺式

. 
飛鳥寺式

.. 
金堂

. 
塔

.. 

－

間

薗田－..... . 

. .. 
.. .. . 

.. 
法隆寺式

飛鳥期から天平期の主な伽藍配

. .. 
興福寺式

. 

. 
遠江国分寺配置図

E
E・

I 

薬師寺式

............ 

日日

東大寺式

ゥ
I 

塔 ・ 金堂 ・ 講堂 ・ 中門 ・ 回廊およひ西側Jj二

塁は発掘調査が行われた部分他の部分は

未調査により 、 推定したもの

SOM 

経極超麗滋雄姫路据磁抑闘騒醐錨越道鐘鋸議溢脳鑑温掴寵酪量踊臨踊唖歯信銀恩酷幽温沼郡画監置園田鑓醐哩塑密田明副館司町甲掴A唖湿岨瞳P副臨時遜謡館副

40 30 20 10 。

日南大門日

8 



国
家
構
想
が
わ
ず
か二
十
年
に
わ
た
る
天
災
に
よ
っ
て
、
信
機
に

瀕
し
た
、
そ
ん
な
時
代
状
況
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

即
位
と
同
時
に
、
聖
武
天
皇
は
仏
教
界
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。

僧
尼
の
名
籍
を
調
査
し
、
仏
典
の
読
諦
に
よ
り
除
災
と
国
家
鎮
護

を
頻
り
に
祈
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
七二
八
年
に
は
「
金
光
明
最
勝

王
経
」

の
新
訳
六
百
四
卜
巻
を
、
諸
国
に
十
巻
、
ず
つ
分

か
ち
与
え
、

国
家
平
安
を
祈
願し
た
。

こ
れ
が
の
ち
の
国
分
寺
の
聖
典
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。

『

続
日
本
紀
」
に
よ
る
と
、
国
分
寺
創
建
の
詔
よ
り
も
以
前
に
、

寸
回
毎
に
釈
迦
仏
の
像
一
掘
、
挟
侍
菩
薩
二
躯
を
造
り
、
兼
て
大

般
若
経

一部
を
写
き
し
め
よ
」
（
七三
七
年
三
月
）

「
天
下
の
諸
国
を
し
て
国
毎
に
法
華
経
十
部
を
写
し
、
な
ら
び
仁

七
重
の
依
引
を
建
てし
む
」

（
七
四O
年
六
月
）

と
、

二
度
に
わ
た
り

、

諸
国
国
分
寺
の
存
在
を
思
わ
せ
る

聖
武
天
皇
の
詔
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

、
七
四
－
年
（
国
分

寺
創
建
の
詔
の
年
）
の
正
月
に、
光
明
皇
后
は
亡
父
藤
原
不
比
等

の
食
封
五
千
戸
を
朝
廷
に
返
上
し
、
そ
の
内
の
三
千
戸
分
が
「
国

分
寺
」
に
施
人
さ
れ
た
と
、
は
じ
め
て
「
国
分
寺
」
の
名
が
見
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
同
年
三
月
の
聖
武
天

皇
に
よ
る
「
国
分
寺
創
建
の訪問
」
は
、
永
年
に
わ
た
る
国
分寺
構

想
の
集
大
成
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
詔
の
内
作
は
、
従
来
に
な
く
具
体
的
で
あ
り
、
汗
細
に
わ
た

っ
て
い
る
。
七
重
の
塔
の
建
立
や
、
僧
寺
と
尼
寺
の
正
式
名
称
（
金

光
明
四
天
王
護
国
之
寺
、
法
華
滅
罪
之
寺
）
の
規
定
は一
言う
に
及

ば
ず
、
僧
寺
に
は
封
戸
五
十
戸
、
水
田
十
町
を
施
し
、
二
十
人
の

僧
を
置
き
、
尼
寺
に
は
水
田
十
町
を
与
え
十
人
の
尼
僧
を
置
く

こ
と

。

ま
た
そ
の
立
地
条
件
も
定
め
、
国
司
に
は
尼
僧
た
ち
の
行

い
を
監
視
す
る
よ
う
に
命
じ
て
さ
え
い
る
の
で
あ
る
。

歴
史
は
い
ま
、
国
分
寺
建
立
の
背
景
を
さ
ま
、
ざ
ま
に
語
り
か
け

て
く
る
が
、
こ
の
詔
の
厳
格
と
も
い
え
る
内
容
は
、
寺
院
の
荒
廃

U

へ
い

と
人
心
の
疲
弊
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
聖
武
天
皇
の
、
願
レ
の

一端
を
表
わ
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

復
元
寺
院
の
選
定

大
林
組
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チl
ム
に
よ
る
今
回
の
復
元
作
業
は
、

ま
ず
第

一
仁
、

諸
国
六
十
四
ヵ
所
に
建
立
さ
れ
たt
い
わ
れ
る
国

分
寺
の
中
か
ら
、
も
っ
と
も
復
元
に
相
応
し
い
寺
院
を
選
び
出
す

国
分
寺
の
典
型
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

。

以
上
の
三
点
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
は
、
近
江
国
分
寺
の
現
地
調
査
の
際
に
抱
い
た
復
元
へ
の

思
い
を
、
遠
江
国
分
寺
へt
か
た
む
け
た
の
で
あ
る
。

一一
一
一、

創
建
と
沿
革

’
h
p
X
J
み
釘
う
ム

遠
江
の
名
は
、
近
江
が
都
に
近
く
琵
琶
湖
を
ひ
か
え
た
地
で
あ

る
の
に
対
し
、
遠
く
浜
名
湖
を
ひ
か
え
た
地
と
し
て
名
付
け
ら
れ

た
’
と
い
わ
れ
て
い
る。

天
竜
川
の
豊
か
な

そ
の
浜
名
湖
の
東
方
、

い
わ
た
は
句

流
れ
の
東
側
に
広
が
る
磐
田
原
台
地
の
南
端
に
、
遠
江
国
分
与
は

建
立
さ
れ
た
。
現
在
の
地
名
は
、
磐
田
市
中
央
町
で
あ
る。

そ
の
創
建
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、は
か
の
多
く
の

国
分
寺
と
同
様
に
、正
確
な
こ
？
と
は
分
か
っ
て
い
な
い
。

聖
武
天

皇
の
詔
に
し
た
が
っ
て
、
天
平
九
年
頃
か
ら
釈
迦
仏
を
安
置
し
経

血
（
を
写
す
寺
院
と
し
て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
、
天
平
卜

三
年
の
「
固

と
の
推
察
が

分
寺
創
建
の
詔
」
の
前
後
に
は
完
成
し
て
い
た
、

般
的
に
な
さ
れ
て
い
る。

ま
た
、

国
分
寺
建
立
の
現
地
責
任
者
が

国
司
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
遠
江
同
国
司
で
あ
っ
た
桜
井
王

が
、
実
際
の
推
進
者
で
あ
っ
た
い
で
あ
ろ
う
、と
の
説
も
あ
る

。

ノ
百
年
代
始
め
に
、
奈
良
薬
師
寺
の
僧
景
戒
が
編
集
し
た
仏
教

説
話
集
「
日
本
霊
異
記
」
に
は
、
そ
の
中
巻
第三
十

一
に
、
「
塔
を

お
よ
に
よ

L
g

－

建
て
ん
と
願
を
護
し
、
時
に牛
」
め
る
女
子
、
舎
利
を
慰
り
て
産
ま
る

る
縁
」
と
題
さ
れ
た
、寺
院
の
塔
に
ま
つ
わ
る
説
話
が
あ
る
。

遠
江
の
国
磐
田
郡
に
、
か
ね
て
よ
り
塔
を
建
て
た
い
と
願
っ

て
い
た
か必
の
直
前mM
A
と
い
う
者
が
い
た
。
聖
武
天
皇
の
時

世
、
弟
上
が
七
十
歳
の
時
に
娘
が
ひ
・
と
り
授
かった
が
、
そ

の
子
は
左
手
を
握
り
し
め
た
ま
ま
生
ま
れ
て
き
て
、
決
し
て

聞
こ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

や
が
て
そ
の
娘
が
七
歳
と
な
っ
た
あ
る
日
、

て
町
。
勺

を
開
い
て
み
せ
た
と
こ
ろ
、
掌
に
舎
利
（
仏
の
遺
骨
）
が

初
め
て
左
手

粒
あ
っ
た
。

七2
雫李.－ ~ -, 

号L 買

事責
建郡そ
でのの
、県限噂

は

す

広
ま
り

こ
と
ご
と
に

喜
び
、

知
識
を
日
早
、

か
の
舎
利
を
安
み
し
、
も
ち
て
供
養
し

7
Jヲ
心
」

と
書
き
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
か
ら

、

遠
江
国
分
寺
も
し

く
は
そ
の
前
身
の
寺
の
、
塔
に
ま
つ
わ
る
縁
起
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。

説
話
の
内
容
は
、
歴
史
的
な
事
実
t

は
ま
た
別
の
も
の
で
あ

右
ー
ー

現
遠
江
国
分
寺
祉
全
景

左
遠
江
国
分
寺
塔
心
礎
石

写
真
・
中
川
道
夫

9 

こ
と
で
あ
っ
た
。

当
初
、
第
一
の
候
補
は
近
江
国
分
寺
で
あ
り
、
そ
の
前
身
が
聖

武
天
皇
遷
都
の
紫
香
楽
宮
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
聞
の
歴
史
性
と
、

現
存
す
る
遺
構
の
保
存
状
態
の
良
さ
か
ら
、
復
元
を
前
提
と
す
る

現
地
調
査
と
資
料
調
査
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
建
立

当
時
の
近
江
国
分
寺
の
所
在地
が
r

こ
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は

、

実
は
ま
だ
定
説
が
な
く
、
現
在
も
っl
ζ

も
有
力
祝
さ
れ
て
い
る
甲

賀
郡
の
甲
賀
寺
跡

（
元
紫香
楽
宮
川
現
地
調
査
場
所
）
の
は
か
仁
、

大
津
市
の
瀬
田川
東
岸
に
位
置
す
る
瀬
田
廃
寺
、
同
じ
く
西
岸
の

国
分
廃
寺
と
、
計三
一ヵ
所
も
の
有
力
な
説
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

ま
た
甲
賀
寺
跡
の
伽
藍
配
置
は
、一般
的
な
国
分
寺
と
く
ら
べ

て
、
塔
や
そ
の
周
囲
の
凪
廊
が
特
殊
で
あ
る
こ
と
な
ど
も
分
か
り
、

つ
い
に

復
元
を
断
念
。
し
か
し
、
近
江
国
分
寺
の
現
地
調
査
に
よ

っ
て
、
甲
賀
寺
跡
に
整
然
と

並
ぶ
礎
石
の
遺
構
を
目
の
あ
た
り
に

し
た
こ
と
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
l

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
計
り
知
れ

な
レ
情
熱
を
与
え
て
く
れ
た。

こ
の
遺
構
に
よ
っ
て
、
天
平
の
昔
、

さ
ん
ぜ
ん

七
重
の
塔
を
中
心
に
燦
然
と
蓑
の
波
を
輝
か
せ
て
い
た

Jで
あ
ろ
う

函
分
寺
の
姿
と
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
あ
る
。
国
分
寺
の
選
定
作
業
は、
そ

の
後
、
仏
教
考
古
学
な

E

の
専
門
家
の
方
々
の
意
見
を
参
考
と
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、

最
終
的
に
は
遠
江
国
分
寺
の
復
元
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
選
定
理
由
’
と
し
て
、

①
国
分
寺
遺構
と
し
て
は
、
昭
和二
十
六
年
に
日
本
で
最
初
と
も

い
え
る
本
格
的
発
掘
調査
が
お
、
」
な
わ
れ
た
記
念
的
国
分
寺
で
あ

り
、
そ
の
後
の
保
存
状
況
も
よ
い。

②
飛
鳥
期
に
始
ま
る
日
本
の
寺
院
建
築
は
、
塔
を
中
心
に三
つ
の

金
堂
を
持
つ
飛
鳥
寺
式
を
最
初
と
し
て、
そ

の
後
、
四
天
王
寺
式

（
南
門
、
中
門
、
塔
、
金
堂
、
講
堂
が

一
直
根
上
に
あ
る
）
、
法
隆

寺
式
（
回
廊
の
中
に
塔
と
金
堂
が
並
列
に
置
か
れ
、
講
堂
が
外
に

あ
る
）
、
興
福
寺
式
（
回
廊
が
中
門
と
金
堂
を
結
び
、
塔
や
東
西
の

金
堂
は
外
に
あ
る
）
、
薬
師
寺
式
（
回
廊
が
中
門
と
講
堂
を
結
び
、
そ

の
中
に
金
堂
と
二
つ
の
はmが
シ
ン
メ
ト
リ

ー
に
並
ぶ
）、

そ
し
て
東

大
寺
式
（
回
廊
が
中
門
と
金
堂
を
結
び
、
塔
は
外
に
あ
る
）
な
ド
と

と
、
天
平
ま
で
の
期
間
に
多
彩
な
変
遷
を
み
た
が
、
遠
江
国
分
寺

は
東
大
寺
式
で
あ
り
、
当
時
最
新
の
伽
藍
配
置
を
有
し
て
い
た。

③
聖
武
天
皇
の
詔
に
あ
る
立
地
条
件
な
ど
を
よ
く
満
た
し
て
お
り
、

る
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

七
重
の
塔
一
基
の
造
常
に
も
、

国
司
や
郡
の
役
人
を
筆
頭
に
し
て
大
勢
の
民
衆
が
動
員
さ
れ
た
、

」

と
は
間
違
い
な
い

。

当
時
の
寺
院
建
築
は、

大
陸
か
ら
導
入
さ
れ
た
全
く
新
し
い
木

造
建
築
技
術
を
駆
使
し
て
おこ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

掘
立
小
屋

に
住
み
、
瓦
ひ
と
つ
知
ら
な
い
民
衆
に
、国
分
寺
の
建
す
い
が
ど
ん

な
印
象
を
与
え
た
の
か
、
察
す
る
こ
と
す
ら
難
し
い
も
の
が
あ
る
。

け
れ
ど
も
、

大
竜
川
の
沖
積
平
野
を
の
ぞ
み
、さ
え
ぎ
る
も
の

つ
な
く
遠
く
海
さ
え
も

一
望
に
で
き
た
Jで
あ
ろ
う
磐
田
原
台
地
南

端
の
景
勝
地
仁
、
ハ
十灯
を
越
え
て
準
え
立
つ
七
重
の
塔
を
見
た

者
の
驚
き
は
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
超
高
層
ビ
ル
を
前
に
す
る
よ

、

h
Hノ
4
h
u

は
る
か
に
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。七
重
の

塔
は
、
お
そ
ら
く
朝
な
夕
な
、
そ
の
威
容
を
人
々
の
自
に
深
く
刻

み
つ
け
た
司

」
と
で
あ
ろ
う
。

「
類
衆
国
史L
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
十
年
（
八一
九
年
）
遠
江
国
分
寺

は
焼
失
し
た
、t
あ
る
。

そ
の
後
、
遠
江
国
分
寺
に
関
す
る
文
献
は
は

と
ん
ど
無
く
、
再
建
が
お
こ
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
は
あ

あ
ぷ
つ
に
、
，

t

－

る
が
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
阿
仏
尼
が
著
し
た「
十
六
おH記
」
の

十に
荒
廃
し
て
い
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

「
天
竜
の
渡
り
」

－

一
中
品
、

こ
の
辺
り
の
里
が
恐
ろ
し
い
ほ
ど

お
そ
ら
く
、

ほ
か
の

国
分
寺
と
同
様
に
、平
安
中
期
以
降
は
顧
みa
jり
れ
る
こ
と
も
な
く
、

小
規
模
に
維
持
き
れ
て
い
っ
た
の
や
で
あ
ろ
う

。

寛
政
一
年

七

九
O
年
）
、
寺
社
奉
行
へ
提
出
さ
れ
た
古
図
で
は
、ま
だ
仮
本
堂

（二
間
四
方
）
、
庫
裡
、
地
蔵
堂
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、

や
が
て
明
治
初
年
の
豚
仏
按
和
政
策
に
よ
り
、
無
住
民
守
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る

。

四

伽
藍
を
起
ヲ
｝
す（
復
元
）

遠
江
国
分
寺
遺
跡
の
発
掘
は
、

元
奈
良
同
立

昭
和
二
十
六
年
、

博
物
館
館
長
の
故
石
田
茂
作
博
士
を
中
心
と
し
て
お
、
｝
な
わ
れ
た
、

初
期
の
本
格
的
な
国
分
寺
発
掘
調
査
で
あ
っ
た
。

現
在
残
っ
て
い
る
関
係
資
料
は
、ほ
と
ん
ど
が
ヲ
」
の
時
の
調
査

に
よ
り
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
復
元
に
あ
た
っ
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
l

ム
も
同
調
査
の
数
値
を
基
礎
資
料
と
し
た
。

明
し
て
い
る
数
値
の
大
半
は
平
面
上
の
も
の
で
あ
り
、
ま但
たし
伽
藍判

の
細
部
の
意
匠
な
ど
に
つ
い
て
も
解
明
さ
れ
で
い
な
い
部
分
が
は

と
ん
ど
で
あ
っ
た。

そ
こ
で
今
凶
の
復
元
は
、
昭
和
二
十
六
年
当
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時
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
平
面
上
の
数
値
を基
礎
と
し
て
、

天
平
期
の
古
代
寺
院
を
参
考
と
し
な
が
ら
各
堂
塔
の
立
像
を
求
め
、

最
終
的
に
は
遠
江
国
分
寺
全
体
の
鳥
敵
凶
を
描
く
、
｝と
を

主
眼
と

し
た
も
の
で
あ
る

。

遠
江
国
分
寺
は
、
寺
域
六
百
尺

（約
百
八
十
灯
）
凶
方
を
有
す

る

東
大
寺
式
伽
藍
配
置
の
寺
院
で
あ
る
。

国
分
寺
の
規
模
と
し
て

ひ
た
ち
し
な
の
ほ
う

き

は
、
常
陸
・

信
濃
・

伯
蓄
な
ど
と
同
級
で

、

中
堅
ク
ラ
ス
と
い
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。
国
分
寺
の
敷
地
に
は

一
般
に
地
割
方
法
が
適
用

さ

れ
て
い
る
が
、
遠
江
国
分
寺
の
場
合
も

、

南
北
に
阿
等
分
（
百

五
十
尺
ず
つ
）、
東
西
に
八
等
分
（
七
十五
尺
ず
つ
）
の
地
割
が
計

画
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
お

り
、

伽
藍
の
配
置
は
そ

の
上
に
配
列さ

れ
、
各
部
の
距
離
に

は
正
確
な
数
値
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
金
堂
の
中
心
は

、

南
大
門

、

北
方
土
塁
、
丙
万
士
塁

、

東
海
道
の
道
路
心
（
寺
域
の
東
境
界
）
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ

五
十
聞

の
距
離
で
あ
り

、
つ
ま
り
寺
域
の
ち

ょ
う
ど

中
心
と
合
致
し

て

い

る
。

ま
た
、
金
堂
基
壇
に
お
け
る
矩
形
の
比
半
が

H
一
0
・2
∞

（
黄
金
分
割比
）
に
近
い
も
の
で
あ
り

、

ギ
リ
シ
ア

か
ら
唐
を
経

て
わ
が
同
に
伝
わ
っ
た
t

い
わ
れ
る
賞
金
矩
形
が
、
す
で
に
使
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

国
分
寺
と

は
い
え

、
地
方
の

一守
院
に

過

ぎ
な
い

t

忠
わ
れ
た
遠
江
国
分
＋Jに
、
こ
う

し
た

当
時
最
新
の
技

法
が
随
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
、

の
メ
ン
バ
ー

に
と

っ
て
も

プ
ロ

ジ

ェ
ク
ト
チ
ー

ム

つ
の
新
鮮
な

驚
き
で
あ
っ
た
。

士苔
遠
江
間
分
寺
の
シ
ン
ボ
ル
と
もい
え
る
七
重
の
塔
に
つ
い
て
は
、

昭
和

一十
六
年
の
発
掘
調
査
に
よ
り
回
廊
の
西側
に
塔
祉
が
発
見

そ
の
基
南
は
五
十二
尺

心
柱
径
は
五
尺L
ハJ

（
一
・
七

い
川
）

X
口
、
ま
夜

I
i
i
 

の
正
方
形
で
あ
り
、
塔

と
判
明
し
て

い
る
。

復
元
に

（
十
五・
四
日
）

き
れ
、

四
方
、

層
の

一
辺
長
一
二卜

二
尺

（
九・
五
灯
）

同
時
に

あ
た

っ
て
は
、
』
の
数
値
を
参
考
と
し
な
が
ら、

現
存
す

る
奈
良
期
製
作
の
唯

一
の
枝
川
ヒ
（
十
分
の

A

）
で
あ
る
元
興
寺
極

楽
坊
五
重
小
塔
t

、
海
竜
王
寺
五
重
小
慌
の
取
材
調
査
を
おこ
な

っ
た
。

上
層
と
な
る
に
つ
れ
柱
間

a

辺
長
寸
法

、

階
高
寸
法
、

各
層
は
、

及
び
軒
先
山
寸
法
が
縮
少
さ
れ
、ま
た
心
柱
は
久h
M
Hの
木
組
み
と

は
無
関
係
に
独
立
し
て
お
り
、故
上

部
の
相
輪
を
支
え
て
い
る
。

そ
の
洗
練
さ
れ
た
微
細
な
神
経
の
割
と

構
造
上
明
解
と
も
い

’
u

・
」
’
しV

間
を
身
忌
し
、
令一
世
に
は
叱
型
の
裳
附
構
造
を
探
川。

し
ぴ

肘
入
吋
屈
と
し
、
瓦
に
令
箔
を
貼
っ

た
同
店
を
設
け
、 屋
恨
は
主

伽
藍
の
中

心
的
建
造
物
と
し
て
侍
制
の
お
い
イ
メ
ー
ジ
を
ボ
め
た
も
の
で
あ

る
。

更
に
軒
を
支
え
る
部
分
は
塔
と
同
じ
く二

一手
先
午
快
と
し
、

令
仔
ド
い
と
凶
廊
垣
根
を
切
り
離
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
糸
良
時
代

的
な
安
を
追
求
し
た
。

講
堂遠

江
何
分
与
の
講
堂
祉
は
、
昭
和
三

卜

」

ハ
年
の
発
掘
調
査
に
よ

っ
て
、
初
め
て
そ
の
位
置
が
確
認
さ
れ
た。

基
唱
の
規
模
は
間
口

し
l
r
T
L
I
－

－

ノ

，

ノ

l
’
F

（a
一卜
九
・

山
）
、
奥
行
六卜

一
尺

（
卜
八・

一
川
）

で
あ
る
が
、
講
堂
自
体
の
数
侃
と
様
式
は
不
明
で
あ
る。

復
元
に
あ
た
っ

て
は
、
法
隆
寺
及
び
品
川
川
健
与
の
講
堂
を
参
孟
勺

と
し
、
金
堂
と
の
関
係
か
ら

取
肝
入
昨
日
用
屈
服
を
保
則
し
た
。

回
廊金

堂
と
小
・門
を
結
ぶ
川
廊
は
、
速一正
凶
分
年
に
お
い
て
は
、
東

大
手
、
大
安
寺
、
薬
帥
手
な
ど
と
同
織
の
複
廊
で
あ
る
。

h
u’
九
t
v

は
、
小
山
犬
に
紋
占
色
の
連
乙
J
窓
を
連
ね
、

複
廊
と

戸内
側
を
吹
放
し
の
通
路

t

し
た
形
で
、
こ

れ
に
対
し
て
片
側
だ
け
が
通
路
と
なっ
て
い
る

も
の
が
、
法
降
寺
、
四
大
－
土
寺
な
ど
仁
あ
る
単
一
脈
で
あ
る
。

川
廊

の
幅
は
二
十
六
尺
（
七
・

七
υ
川
）
、
柱
聞
は
十
尺
（一
一
一
υ
川
）
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
全
体
像
を
法
隆
寺
同
廊
、
柱
の
様
式
を

唐
招
提
与
金
堂
か
ら
求
め
た。

中
門
、
土
塁
、
そ
の
他

奥
イ丁

金
堂
の
南
百
八
十
尺
の
位
置
に
あ
り
、

十

中
門
は
、

尺
、
間
μ

が
五
十
六
尺
程
度
で
あ
ろ
うt
い
う
以
外
、
何
も
判
明

単
層
切
妻
屋
恨
を
持
つ
、

こ

、
」
、
て
は、

し
て
い
な
い

。

桁
行

A

ニ
間

そ
の
規
模
は
、

柱
の
八
脚
門
を
想
定
し
て
み
た
が
、

凶
廊
と
の
関

係
、
て
相
対
的
に
変
化
す
る
こ

と
に
な
ろ
う

。

ま
た
、
中
門
か
ら
更

に
五
十
八
尺
ほ
ど
南
に
南
大
門
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
布
目
瓦
の

堆
積
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
規
模
は
全
く
不
明
で
あ
る。

但
し
、
当
時
の
様
式
か
ら
み
て
中
門
よ
り
は小
型
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

国
分
寺
の
寺
域
を
囲
む
土
塁
に
つ
い
て
は
、伽
藍
の
西
側
に
か

な
り
の
長
き
て
い
ま
も
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
。

し

か
し
、
幅
八
尺

11 

え
る
技
法
は

、

美
し
い

容
姿
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
る
ば
か
り
で
な

く
、
耐
震
構
造
と
し
て
も
重
万
な
も
の
で
あ
る。

七
重
の
塔
の
高
さ
に
つ
い
て
は
、
七
固
い
戊
作
博士に
よ
り
、
心

柱
径
五
尺
六
寸
の
四
十
倍
に
あ
た
る二
百
二
十
四
尺

（六
十
六
・

瓦
灯
）
と
推
定
さ
れ
て
い
wる
。

こ
こ

で
は
、
そ
の
唯

一
の
推
定
値

を
も
と
に
プ
ロ
ポ
ー

シ

ョ
ン
を
求
め
た
も
の
だ
が
、
全
体
と
し
て

柱
問

一
辺
長
と

全
長
と

の
比
較
上

、

ど
う
し
て

も

バ
ラ
ン
ス
が
得

に
く
く
な
る

。

そ

の
た
め
元
興
寺
五
重
小
塔
の
例
か
ら
、
相
輪
部

分
を
長
め
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
推
定
値
の
範
囲
内
に
お
い
て

で
き

る
限
り
安
定
性
の
高
レ
塔
の
姿
を

復
元
し
た
も
の
で
あ
る

。

だ
が
専
門
家
の
判
断
を
仰
い
で
も

、
な
お
構
造
上
の
不
安
要
素が

残
っ
て
お
り
、
今
後
、
建
築
的
側
面
か
ら
の
検
討
が
の
ぞ
ま
れ
る

と

こ

ろ
で
あ
ろ
う

。

納
部
に

つ
い
て
は

、

相
輪
の
形
は
当
麻
寺
の

西
塔
を
参
考
と
し
、
軒
を
支
え
る
部
分
は
唐
招
提
寺
金
堂
を

モ
デ

み
て
さ
き
と

4
4

ル
仁
三
一
手先
斗
棋
を

採
用
し
た

。
更
に
、
屋
根
は
緩
勾
配
と
し
、

そ

軒
先
の
反
り
に
つ
い
て
も

、

大
き
な
反
り

は
後
年
の
も
の
で
あ
る

叩
る

こ
と

か
ら
、
緩
や
か
な

形
を
採
っ
た

。

遠
江
国
分
寺
の
塔
は、

全
体
の
規
模
に
お
い
て

は
東
大
寺
七
重

の
併
の
総
長
－
白
川
に
は及
ば
な
い
も
の
の
、
地
方
寺
院
と
し
て
は

稀
有
の
壮
大
さ
を

有
し
て
い
た
、
」
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る

。

金
堂遠

江
国
分
寺
の中
心
に
位
置
す
る
金
堂
に

つ
い
て
は
、

法
隆
寺

及
び
唐
招
提
寺
の
金
堂
を
参
考vと
し
た

。

判
明
し
て
い
る
数
値
t

し
て
は

、

基
壇
の
間
口
百
十

一
一尺
（
三

十
三
了
一
二H川
）、
奥
行七
十

一
尺

で
あ
り
、

正
面
に

（二
十

一
口
）

幅
十
五
尺

た
、
金
世
自
体
の
規
模
は
、

る
。

こ

の
金
堂
に
関
し

て
は
、
前
述
の
よ
う
に

堂
の
中
心
が
寺
域

（
四・
五
灯
）
の
石
階
三
段
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

ま

問
11 
七
問

奥
行
凹
間
と
想
定
さ
れ

の
中
心
と
合
致
し

て
い
る
、
ば
か
り
でな
く
、

金
堂
基
周

一奥
行
H

塔
基
坦
対
角
線

金
堂
基
畑

一

間
H
H

講
堂
基
壇
対
角
線

金
堂
基

－M
関
口
×
2

リ

回
廊
束
丙

と
い

っ
た
寸

法

の
不
思
議
な

致
が
凡
ら
れ
、
加
涯
帯
比
二

i
-5
1
1l 

お
け
る
金
堂
の
山
め
る
位
置
は
重
要
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
ヲぞ

う
し
た
重
．
要
性
に
加
・
ぇ
、

本
尊
の
丈
六
仏
像
を
安
置
す
る
内
部
内
一

（a

f

川
口
）
か
らト

a

一
大
（
：

臨画面画園1111圃圃置圃盟国園幽霊園幽盤面圃圏直盛田幽幽園田幽幽盤面富田園量量掴国園田圃幽』自由置圃園田昌也圃幽圃四幽

も
の
上
主
が

、

ド
1

4
ず
、

ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
は

、

全
く
想
定
し
が
た

い
も
の
が
あ
る
。

こ
こ

で
は

、

官
立
の
国
分
寺
で
あ
るこ
と
と
、

他
の
常
貯
t

の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
判
断
し
て、

木
板
茸
き
の
築
地
塀

の
形
を
復

白

川
し
て
み
た
。

と
は
い
え

同
分
与
の
述
常
L

し
ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
建
造
物
は

い
く

つ
か
あ
る
。

そ
こ
で
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
、
述
江
国
分

こ

う
し
た
冶
惜
構
の
ほ
か
に
も

、

未
発
掘

F

ト
♂
で
実
際
に
併
た
ち
が
生
活
を
し
て
い
た
当
時
の
姿
を
よ
り
明
ら

か
じ
す
る
た
め
に
、

数
多
く
の
占
代
午
院
を
参
考
と
し

な
が
ら
、

鐘
楼
、
作
哉
、

j

l

 僧
房

、

食
堂
、
大
湯
殿
な
E

の
不
可
欠
の
建
造
物

に
つ
い
て
も
、

唯
一
必
で
き
る
限
り
の
復
元
を
試
み
た

。
こ
れ
に
要
す
る

以
上
が
遠
江
国
分
寺
の
復
元
概
要
で
あ
る

が
、

七
重
の
塔
が
三
十
四
億
九
千
六
有
万
円

、

建
設
費
聞
は
、

令
堂
は

二
十
七
億
九
千
万
円
、
ま
た
伽
藍
全
体
で
は
百
十
九
億
七
千
万
円

t

想
定
し
て
い
る
。

伽
藍
全
体と
は

、

本
誌
の
配
置
図
に
示
し
た

し

て
は
、

木
材
部
は
台
湾
楢を
使
用

。

細
部
に
関

例
え
ば
相
輪
は
銅
鋳
物
、
漆
下
地
、
金
箔
二
度
押
し
の

全
て

の
建
声
）物
で
あ
り
、

仕
様
t

、
往
時
の
ま
ま

に
復
元
す
る
も
の
で
、
完
成
ま
で
の
工
期

は
ほ
ぼ
丘
年
と

考
・
え
ら
れ
る
。

（
編
集
部
注
・

伽
驚
各
部
分
の
寸
法
に
つ
い
て

は
、

一
尺
H

二
十
九
・

七
H
J
M
の
天
平

尺
換
算
を

採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

百
分
の
一
以
下
の
単
位
は
四
捻
五
入
し
た
）

五
、
作
業
を
終
え
て

遠
江
国
分
寺
の
復
元
に
あ
た
り
、
プロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー

ム
の
メ

ン
パ
ー

が
も
っ
と
も
感
銘
し
た
、
」
と
は
、
伽
藍
に
お
け
る
完
成
し

っ
く
さ
れ
た
構
成
で
あ
っ
た。

平
面
上
の
配
列
は

一 一

百

う
に
及
、
ば
ず
、

も立
い体
え上
るの
央！え フヒ
t主人い二乙

智ち 聞
に構
は成
の
全
て
の
面

お

て

古
代
人
の
偉
大
と

い
ま

更
な
が
ら
驚
く
ば
か
り
で
ある
。

国
分
寺
建
立
の
怠
味
に
つ
い
て
は
、
歴
史
上
ま

だ
ま

だ
解
明
さ

れ
な
い
部
分
が
多
く
あ
り
、今
後
の
発
掘
と
研
究
が
待
た
れ
る
と

こ

ろ
で
あ
る
が
、
千
二
百
年
以
上
も
の
往
古
、
近
代
建
築に
も
劣

ら
な
い

、
』
う
し
た
建
造
物
が
H

本
各
地
に
建
て
ら
れ
た
、
』
と
を
知

り
得
た
だ
け
で
も
、
今
回
の
復
元
の
目
的
の
多
く
は
達
せ
ら
れ
た

と

い
え
る

や

で
あ
ろ
う
。

復
元
に
あ
た
っ
て
は
、

古
代
寺
院
建
築
の
側
面
か
ら
は
、こ
の
ほ
ど
建
築
学

会
貨
を
受
賞
さ
れ
た
文
化
財
保
護
審
議
会
専
門
委員
の
福
山
敏
男
氏
、
ま
た
国

分
寺
研
究
の
歴
史
的
側
面
か

ら

は
、
平
安
博
物
館
館
長

・

角
田
文
衛
氏

、

そ
し

て
実
際
の
古
式
寺
院
建
築
に
携
わ
っ

て
お
ら
れ
る
立
場
か
ら
、
法
隆
寺
大
工

・

西
岡
常

－

氏
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い

。
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